
令和８年度〔第１四半期〕随意契約の結果（５００万円以上の工事、物品、委託）
琵琶湖環境部

（注）※１、※２の説明

環境政策課 令和８年度滋賀県琵琶
湖環境科学研究セン
ター調査船運航および
保守管理業務委託

令和８年度滋賀県琵琶
湖環境科学研究セン
ター調査船運航および
保守管理業務

令 和 8 年 4 月 1 日 ～ 令 和 9 年 3 月 31 日 琵琶湖汽船株式会社 46,137,129 琵琶湖全域を運航エリアとし、各地に桟橋を所
有・管理するとともに、良好な運航実績等を持
ち、緊急時等に迅速に対応可能な唯一の事業
者であるため。

2 3イ

環境政策課 令和８年度「びわ湖の
日」DC連携発信事業業
務委託

令和８年度「びわ湖の
日」DC連携発信事業業
務

令 和 8 年 5 月 1 日 ～ 令和8年11月16日 株式会社JR西日本コ
ミュニケーションズ京都
支社

9,207,000 本業務は効果的な情報発信を行うため、専門的
な知識・企画力が必要であり、競争入札に適しな
いことから、プロポーザル方式により契約の相手
方を選定したため。

2 4

琵琶湖保全再生
課

外来魚回収業務委託 外来魚回収いけすから
の外来魚の回収および
堆肥化

令 和 8 年 4 月 1 日 ～ 令 和 9 年 3 月 31 日 特定非営利活動法人
AJA

6,248,000 「化製場等に関する法律」に基づき「魚介類を原
料とする肥料製造施設」の設置許可を有してい
る県内唯一の事業者であるため。

2 3イ

循環社会推進課 令和８年度滋賀県サー
キュラーエコノミー実証
事業委託

リペアチャレンジに係る
実証業務

令 和 8 年 4 月 1 日 ～ 令 和 9 年 3 月 31 日 株式会社木の家専門店
谷口工務店

11,999,460 本業務は、廃家具のピックアップ、清掃、修理等
による再商品化、販売までを一体的に行う国内
に前例のない実証事業であり、再商品化技術に
加え、販売拠点・販売網の確保、回収体制の構
築、選別判断等の多様な能力を要する。また、
昨年度から継続したデータ取得と事業モデルの
検証が必要であることから、他に代替しうる者は
いないため。

2 3イ

循環社会推進課 プラスチックごみおよび
食品ロス削減等普及啓
発業務委託

プラスチックごみおよび
食品ロス削減等を普及
啓発する業務

令 和 8 年 5 月 21 日 ～ 令 和 9 年 3 月 31 日 びわ湖放送株式会社 7,172,000 本業務の目的を達成するためには、訴求力の高
い啓発業務を一体的に実施する必要があるた
め、価格のみでの競争ではなく、企画・制作力や
専門性を総合的に評価し、最も優れた者を契約
の相手方として選定する必要があり、競争入札
に適しないことから、プロポーザル方式により契
約の相手方を選定したため。

2 4

循環社会推進課 令和8年度　第RD-1号
旧産業廃棄物最終処分
場支障除去等対策事業
評価支援業務委託

対策工事の有効性およ
び旧処分場の安定化へ
のプロセスの評価支援

令 和 8 年 6 月 2 日 ～ 令 和 9 年 3 月 19 日 株式会社建設技術研究
所滋賀事務所

9,823,000 当事業の基本方針を策定するにあたっての既往
調査の解析過程に加えて、対策工事中の旧処
分場の状況、専門家の助言内容の蓄積、ならび
に周辺住民との合意形成の過程について熟知
し、継続的に業務を行った者でなければ業務を
進められないことから、他に代替しうる者はいな
いため。

2 3イ

上下水道課 淡海環境プラザ管理運
営業務委託

淡海環境プラザの施設
運営および維持管理業
務

令 和 8 年 4 月 1 日 ～ 令 和 9 年 3 月 31 日 公益財団法人淡海環境
保全財団

51,786,000 淡海環境プラザは、汚水処理の効率化や省エネ
ルギー化等技術の普及・展開の支援や、県民等
の環境学習を展開する施設である。財団は水質
保全や下水処理に関する事業を実施しており、
水質管理等の技術支援や下水道事業の普及啓
発を行う本県唯一の団体であるため。

2 3イ

根拠
法令
※１

適用
類型
※２

表頭欄の「根拠法令」（※１）は、随意契約ができる場合について規定している地方自治法施行令第１６７条の２第１項の１号から９号のうち該当する号を記入し、２号の場
合（性質又は目的が競争入札に適しないもの）については、「適用類型」（※２）に厳格な運用を図るために県が作成した７類型のうち該当するものを記入しています。

契約担当組織
の名称

事業名 契約内容
契約期間（履行期間）

（物品購入契約（単価契約を除く）は契約締
結日）

契約の相手方 契約金額 (円） 随意契約とした具体的理由等



根拠
法令
※１

適用
類型
※２

契約担当組織
の名称

事業名 契約内容
契約期間（履行期間）

（物品購入契約（単価契約を除く）は契約締
結日）

契約の相手方 契約金額 (円） 随意契約とした具体的理由等

上下水道課 令和８年度湖南中部浄
化センター産業廃棄物
埋立処分委託

下水ばいじんの処分業
務（単価契約）

令 和 8 年 4 月 1 日 ～ 令 和 9 年 3 月 31 日 大阪湾広域臨海環境整
備センター

24,453,000 当団体は、広域臨海環境整備センター法に基づ
き設立された法人であり、大阪湾フェニックス計
画に基づく、廃棄物を適正に埋立処分している
唯一の団体であるため。
※債務負担行為を含む契約

2 3イ

上下水道課 令和８年度東北部浄化
センター産業廃棄物埋
立処分委託

下水ばいじんの処分業
務（単価契約）

令 和 8 年 4 月 1 日 ～ 令 和 9 年 3 月 31 日 大阪湾広域臨海環境整
備センター

14,157,000 当団体は、広域臨海環境整備センター法に基づ
き設立された法人であり、大阪湾フェニックス計
画に基づく、廃棄物を適正に埋立処分している
唯一の団体であるため。
※債務負担行為を含む契約

2 3イ

上下水道課 令和８年度　第GA20-01
号　琵琶湖流域下水道
管理台帳システム運用
保守業務委託

施設台帳システム運用
保守　１式
管路台帳システム運用
保守　１式

令 和 8 年 4 月 1 日 ～ 令 和 9 年 3 月 31 日 株式会社NJS滋賀出張
所

6,710,000 本業務の運用保守対象システムは、データ閲
覧・編集機能向上のため、パッケージ化ソフトを
独自にカスタマイズしたシステムであり、当該事
業者が当該システムソフトウェアの著作権を有し
ているため。

2 3イ

森林政策課 森林環境学習「やまの
こ」事業業務委託

森林環境学習「やまの
こ」事業業務

令 和 8 年 4 月 1 日 ～ 令 和 9 年 3 月 31 日 近江富士　楽えんパート
ナーズ

13,519,000 花緑公園において、日常的な安全管理体制が取
れ、森林環境学習を確実に遂行できる唯一の団
体であるため。

2 3イ

森林政策課 都市と「やま」をつなぐ湖
北地域企業の森等推進
事業委託

都市と「やま」をつなぐ湖
北地域企業の森等推進
事業

令 和 8 年 4 月 1 日 ～ 令 和 9 年 3 月 31 日 森林マッチングセンター
運営協議会

5,302,000 湖北地域で、森林空間等の山村資源を活用した
コンテンツなどの発信やマッチングを行うことが
できる唯一の団体であるため。

2 3イ

森林政策課 森林情報アドバイザー
制度推進事業委託

森林情報アドバイザー
制度推進事業

令 和 8 年 4 月 1 日 ～ 令 和 9 年 3 月 31 日 滋賀県林業協会 5,294,300 県内の市町、森林組合で構成された森林・林業
施策の推進を図る唯一の団体であるため。

2 3イ

森林政策課 滋賀県森林衛星画像利
用システム運用保守お
よび画像等解析検証業
務委託

滋賀県森林衛星画像利
用システム運用保守お
よび画像等解析検証業
務

令 和 8 年 5 月 1 日 ～ 令 和 9 年 3 月 31 日 株式会社ネスティ 7,480,000 契約の相手方はシステムを有し、衛星画像の調
達に関して仕様を満たすことができる唯一のも
のであるため。

2 3イ

びわ湖材流通推
進課

滋賀もりづくりアカデミー
運営委託

滋賀もりづくりアカデミー
運営

令 和 8 年 4 月 1 日 ～ 令 和 9 年 3 月 31 日 滋賀県森林組合連合会 48,840,000 本県の林業の現場条件に応じた研修を企画す
る事が必要な特殊な業務であるが、県内の林業
事業体や森林の現状を把握して専門性の高い
研修計画が立案できる者は当該事業者の他に
いないため。

2 3イ

びわ湖材流通推
進課

木育施設しがモック運
営業務委託

木育施設しがモック運
営業務

令 和 8 年 4 月 1 日 ～ 令 和 9 年 3 月 31 日 社会福祉法人ご縁会 36,300,000 契約の相手方は木育施設を運営するノウハウを
所有していることに加え、県内の木育関係者と
連携したイベントを開催しており、他に代替しうる
者はいないため。

2 3イ

びわ湖材流通推
進課

圃場管理業務委託（油
日林木育種場ほか）

圃場管理業務（油日林
木育種場ほか）

令 和 8 年 4 月 1 日 ～ 令 和 9 年 3 月 31 日 滋賀県森林組合 14,300,000 当該業務は、種子生産のための採種園管理が
主となるが、作業は専門的知識と特殊技術を要
する。林木育種に関する高度な専門性と実績を
持つのは、県内では長年本事業を受託している
当該事業者のみであるため。

2 3イ

びわ湖材流通推
進課

林業労働力・担い手確
保事業委託

林業労働力・担い手確
保事業

令 和 8 年 4 月 1 日 ～ 令 和 9 年 3 月 31 日 一般社団法人滋賀県造
林公社

10,175,000 林業労働力確保支援センターは都道府県ごとに
一個に限り指定することができ、滋賀県では一
般社団法人滋賀県造林公社を指定しており、他
に代替しうる者はいないため。

2 3イ

びわ湖材流通推
進課

木育推進強化事業業務
委託

木育推進強化事業業務 令 和 8 年 4 月 15 日 ～ 令 和 9 年 3 月 19 日 滋賀県木材協会 6,399,800 当該契約は木材供給者と木製品の製作者との
連携を図ることが重要であり、県内の木材業者
や製材業者を把握している契約の相手方以外に
本業務を代替しうる者はいないため。

2 3イ



根拠
法令
※１

適用
類型
※２

契約担当組織
の名称

事業名 契約内容
契約期間（履行期間）

（物品購入契約（単価契約を除く）は契約締
結日）

契約の相手方 契約金額 (円） 随意契約とした具体的理由等

びわ湖材流通推
進課

しがスマート林業実践事
業委託

しがスマート林業実践事
業

令 和 8 年 5 月 15 日 ～ 令 和 9 年 3 月 19 日 滋賀県森林組合連合会 15,400,000 林業に関する深い知識と経験を要するため他業
種での実施は困難であり、かつ県内の林業事業
体の現状や人材を熟知しているのは当該事業
者のみであるため。

2 3イ

びわ湖材流通推
進課

森林組合経営力向上事
業委託

森林組合経営力向上事
業

令 和 8 年 6 月 1 日 ～ 令 和 9 年 3 月 31 日 滋賀県森林組合連合会 9,955,550 滋賀県下の森林組合に対して効率的かつ長期
安定的な林業経営を指導するには、各森林組合
に対して公平・中立な立場を有しており、他に代
替しうる者はいないため。

2 3イ

森林保全課 標準積算システム運用
保守管理業務委託

標準積算システム運用
保守管理業務

令 和 8 年 4 月 1 日 ～ 令 和 9 年 3 月 31 日 一般社団法人農業農村
整備情報総合センター

5,137,000 本業務の運用保守対象システムは、積算業務
の際に使うシステムであり、契約事業者のみが
使用許諾を得ている唯一の事業者であり、他事
業体が保守管理を行うことはできないため。

2 3イ

生物多様性保全
課

令和８年度　第２号水草
対策管理・有効利用等
業務委託

水草対策管理、有効利
用

令 和 8 年 4 月 1 日 ～ 令 和 9 年 3 月 31 日 公益財団法人淡海環境
保全財団

100,683,000 当該財団は、水草繁茂動向についての知見やノ
ウハウを有していることに加えて、県と共同で
「水草有効利用推進計画書」を策定するととも
に、水草たい肥の実証試験を行い水草やたい肥
に関する科学的、技術的知見を蓄積してきた。ま
た、肥料取締法に基づく特殊肥料の生産および
販売業務についての届け出を行っており、当該
財団以外に刈り取られた水草を適正に管理し、
有効利用できる者は他にいないため。

2 3イ

生物多様性保全
課

令和８年度ツキノワグマ
移動放獣業務委託

ツキノワグマ移動放獣
業務（単価契約）

令 和 8 年 4 月 1 日 ～ 令 和 9 年 3 月 31 日 株式会社野生動物保護
管理事務所関西支社

5,544,000 錯誤捕獲の発生は予見できないものであるが、
発生時には安全かつ速やかに対応することが必
要であり、契約の相手方は近畿圏内で唯一それ
らの専門性を有しているため。

2 3イ

生物多様性保全
課

令和８年度第１号　水草
除去業務委託

水草除去 令 和 8 年 4 月 7 日 ～ 令 和 9 年 3 月 19 日 滋賀県漁業協同組合連
合会

50,413,000 当該業務は「漁船と貝引き漁具」を用いた水草
除去であり、１回あたりおよそ30隻の漁船が必要
となるが、複数の漁協から漁業者を毎回多人数
手配し適切に管理するには他に代替しうる者は
いないため。

2 3イ

生物多様性保全
課

令和８年度ヨシと人との
関わり創出業務委託

ヨシと人との関わり創出 令 和 8 年 4 月 10 日 ～ 令 和 9 年 3 月 31 日 公益財団法人淡海環境
保全財団

7,432,700 当該業務はヨシに関する多岐にわたる知識や能
力、経験が必要だが、長年ヨシ群落の保全やヨ
シの普及活動に携わっていた淡海環境保全財
団のほかにいないため。

2 3イ

生物多様性保全
課

令和８年度森林動物行
動圏等調査業務委託

令和８年度森林動物行
動圏等調査

令 和 8 年 6 月 1 日 ～ 令 和 9 年 3 月 19 日 株式会社野生動物保護
管理事務所関西支社

13,696,100 野生動物の行動状況は日々刻々と変化するた
め、前もって調査・分析方法として個別具体的な
内容を固定、限定できない。合わせて個別具体
の調査項目・分析項目、それぞれの技術提案に
ついての具体的かつ客観的な評価基準・積算基
準が定まっておらず提案者の技術・ノウハウに
依る所が大きい。したがって、競争入札に適しな
いことから、プロポーザル方式により契約の相手
方を選定したため。

2 4



根拠
法令
※１

適用
類型
※２

契約担当組織
の名称

事業名 契約内容
契約期間（履行期間）

（物品購入契約（単価契約を除く）は契約締
結日）

契約の相手方 契約金額 (円） 随意契約とした具体的理由等

生物多様性保全
課

令和８年度指定管理鳥
獣捕獲等事業調査業務
委託（伊吹山）

センサーカメラを用いた
伊吹山におけるニホン
ジカの生息動向調査業
務

令 和 8 年 6 月 1 日 ～ 令 和 9 年 3 月 23 日 株式会社BO-GA 5,017,100 シカの行動状況は日々刻々と変化するため、前
もって調査・分析方法として個別具体的な内容を
固定、限定できない。合わせて個別具体の調査
項目・分析項目、それぞれの技術提案について
の具体的かつ客観的な評価基準・積算基準が
定まっておらず提案者の技術・ノウハウに依る所
が大きい。したがって、競争入札に適しないこと
から、プロポーザル方式により契約の相手方を
選定したため。

2 4

生物多様性保全
課

令和８年度カワウ広域
管理捕獲実施業務委託

竹生島・伊崎半島等で
のカワウ銃器捕獲

令 和 8 年 6 月 2 日 ～ 令 和 9 年 3 月 17 日 一般社団法人滋賀県猟
友会

8,895,370 当該業務には、カワウの生態に精通し、変化す
る行動状況に対応した捕獲方法を実行する能力
が必要となるが、これらの能力を客観的に評価
する基準は定まっていない。したがって、競争入
札に適しないことから、プロポーザル方式により
契約の相手方を選定したため。

2 4

生物多様性保全
課

令和８年度第一種特定
鳥獣保護計画モニタリン
グ調査業務委託（ツキノ
ワグマ）

ツキノワグマに係るカメ
ラトラップ調査、堅果類
の豊凶調査等

令 和 8 年 6 月 16 日 ～ 令 和 9 年 3 月 19 日 株式会社野生動物保護
管理事務所関西支社

6,976,200 生息状況等のモニタリングを行うには、地域個体
群ごとに異なる生態的特徴に関する知見等、専
門的な知識や技術が必要となる。また、過去の
モニタリングとの連続性を確保するため、これま
でと同様の解析精度が求められ、調査・分析・評
価を行うための経験が必要となる。上記のような
専門的知識と技術を有する者は全国でも数社し
かおらず、近畿圏内においては他に代替しうる
者はいないため。

2 3イ

琵琶湖環境科学
研究センター

令和８年度琵琶湖水系
における生物分布の可
視化に向けた調査研究
業務委託

令和８年度琵琶湖水系
における生物分布の可
視化に向けた調査研究
業務

令 和 8 年 4 月 1 日 ～ 令 和 9 年 3 月 31 日 国立研究開発法人国立
環境研究所

17,000,000 「湖沼環境研究分野の研究連携拠点における連
携協力に関する基本協定」を国、県および国立
環境研究所で締結し、協定第２条第1項において
「湖沼環境研究の実施」が規定されており、当該
規定に基づく研究になることから、国立環境研究
所以外が本業務を代替することはできないた
め。

2 1

琵琶湖環境科学
研究センター

令和８年度琵琶湖水環
境の可視化とリスク評
価に向けた新たなアプ
ローチ調査研究業務委
託

令和８年度琵琶湖水環
境の可視化とリスク評
価に向けた新たなアプ
ローチ調査研究業務

令 和 8 年 4 月 1 日 ～ 令 和 9 年 3 月 31 日 国立研究開発法人国立
環境研究所

17,000,000 「湖沼環境研究分野の研究連携拠点における連
携協力に関する基本協定」を国、県および国立
環境研究所で締結し、協定第２条第2項において
「湖沼環境研究の実施」が規定されており、当該
規定に基づく研究になることから、国立環境研究
所以外が本業務を代替することはできないた
め。

2 1

琵琶湖環境科学
研究センター

令和８年度琵琶湖に係
る湖沼水質保全計画の
水質シミュレーションお
よび気候変動による琵
琶湖への影響予測に関
するモデル解析業務委
託

令和８年度琵琶湖に係
る湖沼水質保全計画の
水質シミュレーションお
よび気候変動による琵
琶湖への影響予測に関
するモデル解析業務

令 和 8 年 5 月 14 日 ～ 令 和 9 年 3 月 31 日 パシフィックコンサルタン
ツ株式会社滋賀事業所

9,207,000 当該相手方に開発・改良を委託してきた「琵琶湖
流域水物質循環モデル」の機能を用いて、水質
および気候変動による影響予測を行うものであ
り、当該相手方以外が本業務を代替することは
できないため。

2 3イ

琵琶湖博物館 滋賀県立琵琶湖博物館
別館管理業務委託

博物館別館の施設管理
業務

令 和 8 年 4 月 1 日 ～ 令 和 9 年 3 月 31 日 公益財団法人国際湖沼
環境委員会

13,543,970 博物館別館に常駐し、日常的な管理を行うこと
ができる唯一の団体であるため。

2 3イ
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琵琶湖博物館 滋賀県立琵琶湖博物館
空調機等保守管理業務
委託

博物館の空調機等保守
管理業務

令 和 8 年 4 月 1 日 ～ 令 和 9 年 3 月 31 日 ダイキン工業株式会社
西日本サービス部

6,299,700 設置機器の設計、製造を行っている当該事業者
以外が本業務を代替することはできないため。

2 3イ

琵琶湖博物館 令和８年度滋賀県立琵
琶湖博物館広報業務委
託

広報業務 令 和 8 年 5 月 1 日 ～ 令 和 9 年 3 月 31 日 TOPPAN株式会社滋賀
事業所

20,099,200 本業務は誘客促進につながる効果的な広報を
実施するため、専門的な知識や豊富な実践経験
が必要であり、競争入札に適しないことから、プ
ロポーザル方式により契約の相手方を選定した
ため。

2 4

琵琶湖博物館 滋賀県立琵琶湖博物館
特別ミュージアムツアー
造成業務委託

ミュージアムツアー造成
業務

令 和 8 年 6 月 23 日 ～ 令 和 9 年 3 月 31 日 一般社団法人草津市観
光物産協会

11,940,000 本業務は旅行やイベント開催に対する専門的な
知識や企画力が求められ、競争入札に適しない
ことから、プロポーザル方式により契約の相手方
を選定したため。

2 4

南部流域下水道
事務所

令和８年　琵琶湖流域
下水道山寺川市街地排
水浄化施設維持管理業
務委託

保守点検等 令 和 8 年 4 月 1 日 ～ 令 和 9 年 3 月 31 日 草津市 14,394,000 計画段階より草津市が維持管理を行うことで合
意しており、協定書にも記載してあるため。

2 2

北部流域下水道
事務所

令和８年度　第HT42-26
号　高島処理区中庄マ
ンホールポンプ分解整
備工事

マンホールポンプ分解
整備　１式
マンホールポンプ予備
機製作　１式

令 和 8 年 5 月 20 日 ～ 令 和 9 年 6 月 30 日 太陽技建株式会社 18,370,000 競争入札に付し、再度の入札に付しても落札者
がなかったため。
※債務負担行為を含む契約

8

北部流域下水道
事務所

令和８年度　第HT57-24
号　高島処理区高島ポ
ンプ場電気設備保守点
検業務委託

受配電設備定期点検、
非常用自家発電設備定
期点検、計装設備定期
点検、点検に基づく部品
交換　各１式

令 和 8 年 5 月 21 日 ～ 令和8年12月25日 メタウォーター株式会社 5,280,000 競争入札に付し、再度の入札に付しても落札者
がなかったため。

8

北部流域下水道
事務所

令和８年度　第HT42-28
号　高島処理区北船木
１マンホールポンプ分解
整備工事

マンホールポンプ分解
整備　１式
マンホールポンプ予備
機製作　１式

令 和 8 年 5 月 21 日 ～ 令 和 9 年 7 月 30 日 株式会社第一テクノ 18,700,000 競争入札に付し、再度の入札に付しても落札者
がなかったため。
※債務負担行為を含む契約

8


